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作

城
下
町
と
し
て
栄
え
、
「
小
江

戸
」
の
別
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る

川
越
市
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

埼
玉
県
退
職
校
長
会
定
期
総
会
を

開
催
の
運
び
と
な
り
、
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
退
職
校
長
会
は
、
現
在

会
員
数
3
7
4
6

名
を
擁
し
、
1
0

支
部
5
7班
で
構
成
さ
れ
、
全
国
連

合
退
職
校
長
会
の
中
で
も
、
北
海

道
、
千
葉
県
に
次
い
で
３
番
目
の

会
員
数
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
の
出
発
に

あ
た
っ
て
は
、
新
入
会
員
囲
名
と

い
う
多
数
の
方
々
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
現
在
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展

や
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
等
に
よ

り
、
社
会
構
造
や
雇
用
環
境
は
大

き
く
変
化
し
、
と
く
に
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
は
、
高
度
情
報
社
会
の

牽
引
役
と
し
て
、
今
後
一
層
私
た

ち
人
類
の
暮
ら
し
を
変
え
て
い
く

技
術
と
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

教
育
界
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
が
、
２
年
間
の
移
行
措
置
期
間

を
経
て
、
小
学
校
は
2
0
2
0

年

度
か
ら
、
中
学
校
は
2
0
2
1

年

度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。
文

科
省
は
、
小
学
校
で
英
語
の
教
科

化
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
必

修
化
に
よ
り
、
専
門
的
教
員
を
増

や
す
こ

と

が
急

務
で

あ

る
と

し

て
、
各
教
科
を
専
門
の
教
員
が
教
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え
る
「
教
科
担
任
制
」
を
導
入
す

る
方
針
を
決
め
、
「
授
業
の
質
の

向
上
」
や
「
授
業
の
負
担
軽
減
」

を
図
り
、
働
き
方
改
革
に
も
つ
な

げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

本
県
で
は
、
「
第
３
期
埼
玉
県

教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
概
要

が

新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
見
ま
す
と
、
教
育
を
単
に
学
校

教
育
に
委
ね
る
だ
け
で
な
く
、「
社

会
総
が
か
り
」
で
推
進
す

べ
き
こ

と
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
、
学
校
経
営
の
経
験
者
と
し
て

退
職
校
長
会
が
お
手
伝
い
で
き
る

教
育
支
援
は
何
か
を
思
索
し
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
と
考

え
ま
す
。

一
方
、
福
利
厚
生
に
か
か
わ
る

問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
私
た
ち

の
安
心
・
安
全
な
生
活
、
豊
か
な

生
甲
斐
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、

力
を
合
わ
せ
取

り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
課
題
山
積
の
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本

会
が
令
和
元

年
度
に
取
り
組
む
活

動
の
う
ち
、
三

つ
の
要
点
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
一
は
、
教
育
支
援
・
教
育

要
望
活
動
の
一
層
の
充
実
・
進
展

で
す
。

な
か
で
も
、
本
会

が
4
0有
余
年

に
わ
た
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
「
現
職
・
退
職
校
長
支
部
別
教

育
推
進
協
議
会
」（
1
4年
前
よ

り
。

「
彩

の
国

教

育

の
日
」
協

賛

事

業
）
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
各
支

部
の
お
骨
折
り
で
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ

の
二

は
、
会

員

相
互

の

福

利

・
厚
生
活
動
の
活
性
化
の
着
実

な
推
進
で
す
。

新
会
員
各
位
の
再
任
用
・
再
雇

用
に
つ
い
て
は
、
校
長
職
の
キ
ャ

リ
ア
を
生
か
す
活
動
の
場
の
確
保

な
ど
の
要
望
活
動
に
一
層
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
の
年
金

支
給
の
見
通
し
が
極
め
て
厳
し
い

状
況
と
な
る
中
、
将
来
展
望
の
持

て
る
制
度
の
健
全
化
の
た
め
、
全

国
組
織
等
と
連
携
し
た
運
動
を
強

力
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

そ
の
三
は
、
情
報
の
共
有
化
に

よ
る
会
員
相
互
の

″
絆

夕
の
強
化

で
す
。

会
報
年
３
回
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
年
２
回
刊
行
の
一
層
の
充
実
と

と
も
に
、
開
設
以
来
４
年
目
と
な

る
Ｈ
Ｐ
は
、
訪
問
者
数
・
閲
覧
数

と
も
年
々
増
加
し
て
き
て
お
り
、

益
々
の
有
効
活
用
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
よ
り
。

「
研
修
費
」
の
５
割
の
増
額
を
図

り
、
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

人
生

㈲一
年
時
代
は
、
生
き
方
の

モ
デ
ル
が
な
い
時
代
で
す
。今
は
、

一
人
一
人
が
自
分
で
人
生
を
設
計

し
、
か
じ
取

り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望

を
育
む
教
育
支
援
と
、
健
康
で
豊

か
な
会
員
互
助
と
親
睦
の
絆
を
広

げ
る
退
職
校
長
会
の
活
動

が
一
人

一
人
の
人
生
に
と
っ
て
か
じ
取
り

の
一
つ
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

会

員
皆
様

の
さ

ら
な

る

ご
支

援
、
ご
協

力
を

お
願

い

い
た

し

ま
す
。
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